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(H. A. Clegg) も述べているように汽従来，極めて貧困であったし，最近にお
1) 個別産業においての， また特定時期についての労働組合運動史研究については Henry
Pellll1g， A Hutury uf Brit帥 TraaeU.削 onz岬 t，1963，大前罰附輔の事考文献参照のとと。


















2) H. A. Cleggは使用者団体の研究としてあげられるのは僅かつぎの 7篇であると、、う
L. H. Powell， T，加 Shψ'tmgFeaemtio帆 1890-1950，published by the Federation (1950) ; 
Ellic Howe， The Bri拙 hTede四 tionof Master丹幅ters.190ひ1950，published hy thc Fe 
de:ration (1950); The 50cial Sci叩 CBAssociation's Report 1)句 Tγ'adeS郎副耐 (1860); El例;-
BnCB offe'Yed to the RりalCommission 0旬 TraaesU'刷 σ巧 uf1867; The Royal Comm町包O締
帥 Lab附 r01 1891'; The Roγal Commis別冊。銘 T叫 deDututes and T:町deCon品開atzl向。f
1903; The Shorl-lived lnaust"ial Council dur.四 .gits Ir.quiri百g.叫 o InrJ，μstrial Agrccn削""
"惚ductedin 1912一H.A. Clegg， The System of lndustrial Retation!o 棚 GreatB叫 atn，ln 
Edited by Allan Flanders & H. A. Clegg， 1956， p 却l
3) 戦後労使関係の再検討が問題となるに及んで， Edited hy All日 Flanders& H. A. Clegg， 
The System 01 1旬iusrialRelations in Great Britai旬(Hl56);E. H. Phelps Brown， Thc C問即
th 0/ B'fitish Indu1'strial Relat叩何 (1959)のなかで使用者団体本が論ずられ，またH.A. Tur-
ner， Tra.de Union a叫 G1'owth5t'I'UCtu1'B ana Policy (1962)叩付論で楠業の使用者団体が論
ぜられているが，その数は極めて少なし、。
4) Allan Flanders & H. A. Clegg， op. c"It.， p. 201; E. H. Phelps Drown， op. cit.， p.263 
5) 6) Royal Commission on LaboUI， Fifth and Final Reporl， June 1894， p.31 
7) Allan Flanders &且A.Clegg， op. ciιp. 19 
19世紀後半期のイギリス使用者団体 (247) 3 
一能でどのように対応したか。この問題を使用者団体の19世紀の後半期の実態か
ら明かにすることが本稿の課題である。そのため， 1892年 6月，王立委員会か
ら公刊された使用者団体規約を中心とする報告書 (Rules01 Ass町叫れ0畑 of'E叩-

















いわゆるミドキュメ Y トミ (ιdocument ')政策を用いた町。しかし，このよう
な初期使用者団体は各業界分野で形成されたものではない。その結成はとくに
8) Brov刊によれば，使用者団体の歴史的始源は産業革命時に遡り， また TurneI"によればさら
仁 1747年 (Smfl.llm同 ter'sf'，omhination) 1:'-まで遡るが，何わにしても明らかでなL、。本稿マ
初期使用者団体とb、うのは固体禁止法撤廃後のものをいう。
9) Allan Fla.nders & H. A. Clegg. op. cit. pp. 206-207 
10) Ibirl.. p. 207 
11) 'document' pol皿 y は 本来 GrandNational Consolidated Trade' Unionを破壊する目
的から雇主が採用した方法で，労働者に労働組合からはなれていると、、う宣誓士書にサインを求
あるもの。
4 (248) 第 102巻第4号
労使間に緊張関係のあった分野にかぎってみられた問。たとえば.Yラγ ド・7






















されていたのであるが，グラフト・ 1 三オ Yが，体制内的存在であったとはい
l2)従来労使関原は， 話し合いJ 口頭による協約あるいは慣行で保持されており，当時も特別の
場合を肱L、て慣習から置用者が組織的に労働者に対処する必要はなかった。
13) Allan Flanders & H. A. Clegg， op. dt.， p.203 ~ E. H. Phelps Brown，。ョI}，cit. p. 263 
14) E. H. Phelps Brown， op. cit.， p.269 
19世紀畳半期のイギリス使用者団体 (249) 

























15) Allan Flanoen; &. H. A 仁legg.op cit p. 204 
16) E. H. Pbelps Brown， op.， cit.， p.268 
























運動の状況にかんがみ， 保守党政府は， 労使関係， その団結および最近の争
議問で問題になってきた労働諸条件壱調査するため， 1891年4月，王立委員会
18) Royal Commisswn on Labour， Fifth 酬 dp，四 alRepo“1891， p.31 
19) 最近の争議」とはロ γ ドγ Yック労働者の争議および各地のガス労働者の争議を指しj
作Jれも不割蹄労働者の新たな組合運動である。












間に亘って労働問題の調査にあたり， 1892年 3月の第 1回報告書壱はじめとし





A7!レーブ一一機械，鉄鋼および一般金属業・・ . 9，鉱山業 11，造船業
2 
B7ノレー ブ 船主， ドァグ業者等ー… 5，運輸業者......2，一般労働使用
業者 1 
Cグノレープ一一製バン業者・ 1，建築業者......24，衣服製造業 .3， V 
-旦製造業......1，製粉業者 ・・1，陶器製造業者 '1，印刷業 ω 1，織
20) Sidney and Beatrice Webb， Histo叩 01T叩 deUj制。剛'm，荒畑訳， 252ベー ジ。
21)' 1867年の王立委員会は theRoyal Com皿 i55ionon 1町:deU:問。n...mで， 1891年のそれは
the Royal Commission on Labourであることが両者の相異を示すものである。
22) 委員会の最捷報告は，公刊はUl94年6月21日であるが，報告そのものの提出は 1894-年5月24
日で，この左き委員会は怪務を終えたとみてよb、。
23) Royal Com田 issionon Labour， Rules 01 Associat包帥S o[ Employers and of Ernployed， 
1892， p. x:xi 









Aグル}フ Bグループ Cグループ 音L卜
1865-69 1 4 5 
1870-71 3 4 7 
1875-79 5 O 10 
1880-84 2 3 6 
1885-89 5 3 8 
1890-日2 5 7 12 24 
耳之 明 1 9 10 
委員会の資料によれば，これら使用者団体のうち早期に設立したのは1865
69年の 5団体規 すなわち，東部スコットヲ Y ド機関技師および鋳鉄師協会，
(East of Scotland Associatio'n of Engineers and Ironfounders-1865) 全国建築
業者協会くりパプール支部) (Nation叫 Associatlonof Master BU11ders-Li、'er~
pool I3ranch-1866)，なめし皮業者協会〈リーズ地方> (The Association of the 
Leather Trade-Leeds o.nd Dlstnct 1866) グラメゴウ左官業者協会 (Glasgow
Mastef Plasters' Assoc叫 ion-1869)およびノッチY ガムレ ス製造業者協会





































25) lbid.. p. 110 
26) lbid.， pp. 311-312 
.27) Ibid.， p. 329 




























28) Ibid.， p. 316 
29) Ibid.， p. 3田

























30) -(the dii3-charge • note 't は前の置用者から有刺な報告をもョてL、なb、労働者は匝用から除
外する方法であってJ これには労働組合の反対があり，そこでのhecirculation of • the list ') 
となるが，これはス 1ライキをやったものの氏名リストを住用者が秘密で作成し 使用者団体の
加盟員はリストされている労働者切使用を見合せた。
31) Allan Flanders & H. A. Clcgg， ot. oi.， p.203; E. H. Phelps Br'oWll. op: (.tt.， p.264 






















規約によって目的をみれば 7 項目 (a~ g)にわけて記載されている o その
中心目的となるのは，現行の偏向している法律，海上契約，慣習の改善である。
32) Royal Commission on LabouI， op. cit. p. 98 
33) lbid.. PP. 143~14B 
34) E. H. Phelps Browη op. cit.， 167-168 
35) Ibid.. p. 268 

























36) Rules of the Shipping Federation (Limited) 3-(e) in Royal Commission on Labour
y 
'Pιt.， p. 459 
37) E. H. Phelps Brown， ot. cit.， p. 168 
38) Ibid， p. 268 
14 (258) 第 102巻第4号
れを全体としてとらえねばならない。 I海運連盟」に加盟している地方組織の
一つ， リパプー ノレ， ノミー ケγへッド地方使用者努働協会 (TheEmployers' La 


























39) Royal Commrssion on Labour， ot. cit. p. 144 




























16 (260) 第 102巷第4号
国的段階において，産業問題に関する立法規制に併せて労働市場の直接的な統
轄の方法をとり，一般組合の機能包摂に努め，地方的段階においては全面的に
直接組合と対決する構えを示した。これは，まさに，一般組合の組織・機能に
対応した発展にほかならない。
このように，使用者団体は労働組合の発展におくれながらも，これと対応さ
せて発展してきた。たしかに.19世紀後半期，その始めと終りの時期で使用者
団体の質的相異壱指摘することが Cきる。しかν，その発展は，従来のものの
もつ限界が新たな状況で認識されて，すすめられたことを考えるならば，簡単
に両者を断絶的関係にとらえて論ずることはできない。内容の質的変化を伴う
発展として考えるべきではなかろうかω
とのような使用者団体の発展は反作用的に労働組合に変化を与えずにはおか
ないであろう。とすれば，それはどのようであったかn また，労働組合のさら
に産業別再編成がすすむ過程で，使用者団体の組j織・機能上，再編成が当然考え
られるが，それはどのようであったか。さらに，これらの諸問題が考察されね
ばならないが，これにはあらためて別の機会をもちたい。
